
優
れ
た
技
術
を

�

�
次
世
代
へ

～
南
魚
沼
地
域
�
　
　
　

　
�

合
同
除
雪
出
動
式
～

み
な

み
魚

沼
自

然
・

人
・

産
業

の
和

で
築

く
安

心
の

ま
ち

報
市

２
０
２
３

［
令
和
５
年
］

12
月 1

日
号

No.２
２
９

●
南

魚
沼

地
域

の
除

雪
体

制
������������������������

2
●

各
課

か
ら

の
お

知
ら

せ
��������������������������

5
●

令
和

6年
度

 国
保

・
後

期
の

人
間ドック

費
用

助
成

受
付

開
始

�14
●

市
長

日
記

�����������������������������������24
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最強の除雪体制、始動
　市では、南魚沼市と湯沢町の各道路管理者が一堂
に会した合同での除雪出動式を、県内で唯一開催し
ています。南魚沼地域の高度な除雪体制をアピール
して、雪国の魅力を発信すると同時に、多くの人に
雪国の暮らしを守る除雪作業への理解と誇りを持っ
てもらうことを目的としています。
　10月24日㈫に開催された今年の除雪出動式では、
各道路管理者と各路線を除雪する除雪企業体や観光
協会など約150人が参加しました。

感謝を込めて、安全を願う
　式典では除雪企業体のみなさんに、石打小学校の
4年生から手作りの除雪車の鍵が、上関保育園の園
児からは南魚沼市内の園児が作ったリース288個
が贈られ、それぞれに感謝や作業の安全を願うメッ
セージが添えられていました。式典の最後には、決
意表明として新潟県除雪企業体を代表して種村建設
の勝田さんが、過去の経験で培ってきた技術で安全
な作業に努め、無事故をめざすことを誓いました。

誇りを次代に
　南魚沼地域の高度な除雪技術と体制は、近隣地域
と比べても優れているといわれており、約1,300人
のオペレーターによってその体制が維持され、除雪
時の道路交通の安全確保を図っています。
　道路除雪は、冬期間の生活を維持するために、必
要不可欠なものですが、担い手の確保が課題となっ
ています。合同除雪出動式を通して、次世代を担う
子どもや若者たちが雪国の魅力を感じ、除雪の重要
性や技術への関心を深め、将来この地域の除雪を担
い、優れた技術を受け継いでくれることを願います。

南魚沼地域の除雪体制　
冬の暮らしと安全を守る

特集
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道路の除雪作業に
ご協力をお願いします
作業時間 � 朝は7：30、夕方は17：30まで
　出動基準の10㎝（歩道は15㎝）以上の積雪があり、そ
の後も降雪が続く場合に除雪車が出動します。朝は7：30、
夕方は17：30までに作業を終了するように努め、通勤・
通学などに支障がないように実施します。夜間は、原則と
して実施しません。（国道と一部の県道は、市道とは除雪
基準が異なります）

消雪パイプの注意点
・ノズル散水量の調整（散水距離20㎝程度）を行ってください。
・定期的にパイプ末端のドレーン（泥はき口）を開け、管内のつまりを解消してください。
・‌�消雪パイプは、14：00～15：00と16：00～17：00の各1時間（若干の誤差あり）は、散水が停止します。

問合せ

市道
　市役所 建設課 維持管理班　☎773・6674
　休日・夜間　☎773・6660

県道と国道291号・253号・353号
　南魚沼地域振興局 維持管理課　☎772・2249
　休日・夜間　☎772・2600

国道17号（美佐島交差点が管理境界）
　小出維持出張所　☎025・792・0839
　湯沢維持・雪害対策出張所　☎025・784・1177

注意点とお願い
・‌�除雪車に近寄らないでください。子どもにも指
導をお願いします。
・‌�除雪路線は、駐車禁止です。
・‌�道路上に張り出ている枝は、枝おろしをしてく
ださい。
・‌�除雪路線沿線の田・空き地などは、雪押し場や
投雪場として引き続きご協力をお願いします。
・‌�押雪や投雪で支障のある場所は、ポールなどに
赤い布を結ぶなど、目印を付けてください。
（高さ4ｍ程度）
・‌�除雪作業による乗入れ口などの残雪処理は、個
人で処理してください。

・‌�雪庇落とし作業にご協力ください。危険箇所は、
建設課にご連絡ください。

・‌�屋根雪や宅地内などの雪は、道路に出さないで
ください。スリップ事故などの原因となります。

・‌�歩道にビニールホースなどを敷設しないでくだ
さい。歩道除雪の妨げとなり、子どもたちの通
学などに影響します。

・‌�流雪溝や道路側溝の蓋は開けたまま放置せず、
しっかり閉めてください。転落や破損など、事
故の原因となります。

・‌�早朝の歩行時などは、運転手から見えやすいよ
うに反射タスキ・反射テープなどを装着してく
ださい。
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　認知症シリーズでは「認知症予防の考え方・取り組み」（市報9月1日号掲載）や、「認知症支援の取り組
み」（市報11月1日号掲載）についてお知らせしてきました。
　最終回となる今回は、「認知症の症状と対応・介護」についてお知らせします。

 認知症の症状 
　認知症は、さまざまな原因で脳の機能が低下することで日常生活に支障を来している状態です。
　認知症の症状は、「中核症状」と「行動・心理症状（BPSD）」の大きく2つの症状に分けることができます。

　中核症状は改善が難しい一方、行動・心理症状（BPSD）は環境を整えたり、周りのかかわり方を工夫す
ることで予防や改善できる可能性があるといわれています。

 認知症の人を介護する・かかわるうえで知っておいてほしいこと 
①「認知症の人には自覚がない」は間違い
　「認知症になると何もわからなくなる」と思われがちですが、認知症の人が、自らの体験や気持ちを発信
する機会が増えるにつれ、こうした認識が誤りであることが明らかになっています。
　不安や戸惑い、苦しさや悲しさを本人自身が強く感じているということを、心に留めておいてください。
② 症状の悪化予防のために
　認知症の人が落ち着いた気持ちで過ごせる環境を整えることが、症状の悪化予防のために大切です。対応
の心得として、『3つのない』があります。

１．驚かせない　　２．急がせない　　３．自尊心を傷つけない

　認知症になると症状の例にもあるように日常生活でうまくいかないことが増えてきます。このような時に
怒ったり、否定したり、失敗を指摘したりするのは望ましくない対応です。慌てたり焦ったりすると、でき
るはずのこともうまくいきません。
　また、認知症のため出来事は忘れてしまっても、怒られたというネガティブな感情は残ってしまい、介護
の拒否や行動・心理症状の悪化につながることがあります。怒ってしまいそうになったら、その場を離れて
冷静になる時間を作るのも大切です。

� 認知症について考えよう ～認知症の症状と対応・介護～
� 【問合せ】南魚沼市地域包括支援センター　☎773・6675

　今後も認知症の正しい理解を広め、認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けられるまちづくり
に取り組んでいきます。困ったときには、気軽に各地域包括支援センターへご相談ください。

認知症
シリーズ
③

中核症状
　脳の機能低下によっておこる症状で、認知症
の人のだれにでも起こりうる症状です。
〈例〉
・覚えられない、体験したこと全体を忘れる
・日時、場所、人がわからなくなる
・‌�計画を立てて行動す
　ることが難しくなる
・�いつもと違う出来事
　に混乱しやすい　など

行動・心理症状（BPSD）
　中核症状に加えて、本人の性格、周囲の環境
などさまざまな要因が影響して起こる症状です。
必ず現れるものではなく、その症状も人によっ
て異なります。
〈例〉
・意欲がなくなる、興奮する
・‌�「物を盗られた」�と思い込む
・落ち着きなく動き回る
・不眠や昼夜逆転　など
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問 問合せ　申 申込み　日 日時　　期 期間
時 時間　　会 会場　　対 対象　　資 資格
定 定員　　費 費用　　〆締切　　内 内容
講 講師　　相 相談員　持 持ち物　他 その他

Ｆファックス　　 メール

お知らせ
催
し
・
講
座
・
募
集�

問
新
潟
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス

ク
ー
ル

�

☎
０
２
５
・
７
９
４
・
２
４
１
０

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

入
校
生
募
集

①
事
務
会
計
科

対�

パ
ソ
コ
ン
、
簿
記
や
電
子
会
計

の
知
識
、
技
能
を
習
得
し
、
就

職
を
希
望
す
る
人

期�

令
和
６
年
１
月
２５
日
㈭
～
５
月

２４
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

時�

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

会
十
日
町
パ
ソ
コ
ン
カ
レ
ッ
ジ

〔�

十
日
町
市
高
田
町
６

－

６
９

１

－

１
〕

定
１５
人

費�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
受

験
料
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
１２
月
２７
日
㈬

②
建
築
施
工
科

対�

中
学
校
卒
業
以
上
で
お
お
む
ね

３０
歳
以
下
の
人

日�
令
和
６
年
４
月
９
日
㈫
～
令
和

８
年
３
月
６
日
㈮
（
２
年
間
）

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く

定
２０
人

費�

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
受

験
料
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

③
電
気
施
設
科

対�

高
等
学
校
卒
業
以
上
で
お
お
む

ね
３０
歳
以
下
の
人

日�

令
和
６
年
４
月
９
日
㈫
～
令
和

７
年
３
月
７
日
㈮
（
１
年
間
）

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く

定
１５
人

費�

９
，９
０
０
円
／
月
（
別
途
入

校
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
検
定
受

験
料
な
ど
の
自
己
負
担
あ
り
）

共
通
事
項
（
②
・
③
）

時�

午
前
８
時
３５
分
～
午
後
３
時
５０

分
会
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

〆
令
和
６
年
１
月
１２
日
㈮

問
・
申�

塩
沢
公
民
館

�

☎
７
８
２
・
０
１
０
０

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

メ
ニ
ュ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
メ
ニ
ュ
ー

・
お
し
ゃ
れ
な
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ

・
２
種
類
の
デ
リ
風
サ
ラ
ダ

・�

ト
ナ
カ
イ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ケ
ー
キ

日
１２
月
１７
日
㈰

午
前
の
部　
午
前
１０
時
～
正
午

午�

後
の
部　
午
後
１
時
３０
分
～
３

時
３０
分

会�

あ
ぐ
り
ぱ
ー
く
八
色�（
調
理
室
）

対�

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
各
部
８
人
（
先
着
順
）

費
２
，０
０
０
円
（
当
日
集
金
）

講
川
島 
亜
紀
子
さ
ん

持�

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰

り
容
器
（
４
人
分
程
度
）、
筆

記
用
具

※�

持
ち
帰
り
の
衛
生
管
理
は
各
自

の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す

申
込
期
間

　
１２
月
４
日
㈪
～
１０
日
㈰

問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
「
今
よ
り
も
う
少
し
楽
な
気
持

ち
で
人
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
」
を
め
ざ
し
、
ま
ず
は
少
人
数

で
簡
単
な
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

日�

１２
月
２１
日
㈭

　
（
毎
月
第
３
木
曜
日
）

　
午
後
２
時
～
３
時
３０
分

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

対�

市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～

３９
歳
の
若
者

〆
１２
月
１５
日
㈮

申
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
・
申
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

屋
根
雪
下
ろ
し
安
全
装
備
の

体
験
講
習
会
を
実
施
し
ま
す

　
市
内
で
は
毎
年
、
除
雪
に
よ
る

人
身
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
近

年
は
連
続
で
死
亡
事
故
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
屋
根
雪
下

ろ
し
に
使
用
す
る
安
全
装
備
の
体

験
講
習
会
を
、
県
と
共
同
で
実
施

し
ま
す
。

日�

１２
月
１６
日
㈯　
午
後
２
時
～
４

時�（
受
付
：
午
後
１
時
３０
分
～
）

会
塩
沢
公
民
館
２
階 

研
修
室

定
２０
人

費
無
料

申�

電
話
か
本
庁
舎
２
階 

総
務
課

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〆
１２
月
１５
日
㈮　
午
後
５
時

除雪に関する事故� （人）

死亡 負傷

令和元年度 1 2

令和２年度 3 27

令和３年度 2 18

令和４年度 1 1
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健
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ツ
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書
館

文
化
施
設

掲
示
板
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問
・
申
財
政
課 

契
約
検
査
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
７
１

令
和
６
・
７
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
令
和
６
・
７
年
度
に
、
市
が
行

う
建
設
工
事
な
ど
の
入
札
と
見
積

り
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
定
期
申
請
年
（
資
格

の
更
新
年
）
で
す
。
現
在
登
録
が

あ
る
場
合
で
も
、
継
続
を
希
望
す

る
事
業
者
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
「
建
設
工
事
」
と
「
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
（
各
種
業
務

委
託
、
役
務
の
提
供
を
含
む
）」

を
同
時
に
受
け
付
け
ま
す
。

※�

申
請
は
財
政
課
で
一
括
受
付
。

公
営
企
業
（
水
道
事
業
、
下
水

道
事
業
、
病
院
事
業
）
へ
の
別

途
提
出
は
不
要

申
請
期
間　

　
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭
～
２
月

５
日
㈪

有
効
期
間　

　
２
年
間
（
令
和
６
年
５
月
１
日

～
令
和
８
年
４
月
３０
日
）

提
出
書
類

　
申
請
書
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
と
添
付
書

類

※�

各
種
業
務
委
託
、
役
務
の
提
供

は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

業
務
の
申
請
様
式
を
ご
使
用
く

だ
さ
い

提
出
部
数
・
提
出
方
法

　
１
部
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
フ
ラ
ッ

ト
フ
ァ
イ
ル
（
色
指
定
な
し
）
に

つ
づ
る
）
を
持
参
か
郵
送
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

※�

電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

提
出
先　
本
庁
舎
２
階

　
財
政
課 

契
約
検
査
班

添
付
書
類

建
設
工
事

①�

経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知

書
・
総
合
評
定
値
通
知
書
の
写

し
②�

建
設
業
許
可
申
請
書
別
紙
２
の

写
し
（
新
潟
県
内
に
建
設
業
法

上
の
営
業
所
が
あ
る
場
合
）

③�

南
魚
沼
市
税
の
納
税
証
明
書

（
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

添
付
用
）

④�

法
人
税
（
個
人
の
場
合
は
所
得

税
）
と
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
納
税
証
明
書

⑤�

委
任
状
（
支
店
・
営
業
所
に
契

約
の
権
限
な
ど
を
委
任
す
る
場

合
）

⑥�
暴
力
団
の
排
除
に
関
す
る
誓
約

書

⑦�

返
信
用
封
筒
（
審
査
結
果
送
付

用
：
送
付
先
を
記
載
し
、
８４
円

切
手
を
貼
っ
た
も
の
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務

①�

参
加
希
望
業
種
の
登
録
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

②�

①
が
な
い
場
合
は
営
業
実
績
が

あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

③�

建
設
工
事
添
付
書
類
の
う
ち
、

③
～
⑦
の
書
類

※�

申
請
様
式
、
作
成
要
領
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

※�事前申し込みが必要。申込者が少数の
時は、開講できない場合あり 　受講料や申し込み方法など、詳しくはＱＲ

から確認するか、お問い合わせください

� 【問合せ・申込み】魚沼サンティックスクール
� ☎772・4554　Ｆ 778・1158魚沼サンティックスクール受講生募集

特別教育・安全衛生教育
コース名 実施日 問・申

フルハーネス墜落制止用器具特別教育 1/12㈮ キャタピラー教習所株式会社
新潟教習センター　☎025・232・7611

石綿取扱作業従事者特別教育 1/15㈪

株式会社東新重工　亀田講習センター
☎025・381・7726
Ｆ 025・381・7714

フルハーネス墜落制止用器具特別教育 1/16㈫
酸素欠乏危険作業(第二種)特別教育 1/17㈬
刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育 2/7㈬
足場の組立て等特別教育 2/8㈭
チェーンソー以外の振動工具安全衛生教育 2/9㈮

セミナーコース（南魚沼市中小企業研修受講料補助金の対象コース）
コース名 コース内容 日にち 時間

レジリエンス（折れない
心）を学ぶ

自分自身の感情のコントロールを行い、
逆境に対処する能力を学ぶ講座です。 12/16㈯ 9：00～15：00
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問
南
魚
沼
市
観
光
協
会

�

☎
７
８
３
・
３
３
７
７

「
南
魚
沼
、
本
気
丼
」�キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
「
冬
マ
ジ
」
開
催

　
本
気
丼
は
「
産
地
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
南
魚

沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
お
腹
い
っ
ぱ

い
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
始
ま
っ
た
「
食
に
よ
る

ま
ち
お
こ
し
事
業
」
で
す
。

　
９
年
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
秋

と
冬
合
わ
せ
て
南
魚
沼
市
内
４５
店

舗
以
上
か
ら
こ
だ
わ
り
が
詰
ま
っ

た
本
気
の
丼
が
出
揃
い
、
１０
月
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
冬
マ
ジ
」
は
、
市
内
１５
店
舗

以
上
か
ら
、「
秋
マ
ジ
」
と
は
異

な
る
丼
が
出
揃
い
ま
す
。
ス
キ
ー

場
内
な
ど
で
も
味
わ
え
る
本
気
の

丼
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

期�

冬
マ
ジ　
１２
月
１６
日
㈯
～
令
和

６
年
２
月
２９
日
㈭

参
加
店
舗

　
次
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

�

問
・
申
都
市
計
画
課

　
都
市
計
画
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
２

景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　
市
で
は
現
在
、
景
観
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。
専
門
家
に

よ
る
講
演
や
現
在
の
検
討
状
況
の

説
明
な
ど
を
通
じ
て
、
景
観
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め

景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

　
事
前
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日�

１２
月
２３
日
㈯　
午
後
１
時
３０
分

～
（
開
場
：
午
後
１
時
～
）

会
塩
沢
公
民
館

定
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
無
料

内�

講
演
（
岡
崎
篤
行
教
授
、
新
潟

大
学
工
学
部
工
学
科
教
授
）、

景
観
計
画
策
定
の
状
況
説
明
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

申�

電
話
か
Ｑ
Ｒ
を
読
み
取
り
、
専

用
フ
ォ
ー
ム
か

　
ら
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

�

※�

代
表
者
氏
名
、
住
所
、
申
込
人

数
、
電
話
番
号
、
所
属
を
お
伝

え
く
だ
さ
い

〆
１２
月
１２
日
㈫

問
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
２

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）
南
魚
沼
市
立

地
適
正
化
計
画（
案
）

　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会

で
も
、
暮
ら
し
や
す
く
、
持
続
可

能
な
ま
ち
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的

に
、「
立
地
適
正
化
計
画
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

※�

意
見
は
市
の
考
え
方
と
と
も
に

公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々

の
意
見
に
直
接
回
答
し
ま
せ
ん

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　
１２
月
５
日
㈫
～
１９
日
㈫

閲�
覧
窓
口　
都
市
計
画
課
、

　
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※�
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
立
地
適

正
化
計
画
」
で
検
索
）
か
ら
も

閲
覧
可

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、「
南

魚
沼
市
立
地
適
正
化
計
画
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
記
入

し
て
、
意
見
を
次
の
①
～
⑤
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

①
窓
口
：
閲
覧
窓
口
に
書
面
持
参

②
郵
送
：
〒
９
４
９

－

６
６
９
６

南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０

－

１

　
都
市
計
画
課 

宛
て

③�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
２
・
８
６
５
９

　
「
都
市
計
画
課
宛
て
」
と
記
入

④
メ
ー
ル
：toshikei@

city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

⑤�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：
入
力

フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
送
信

※�

電
話
や
口
頭
な
ど
、
記
録
に
残

ら
な
い
方
法
は
受
付
不
可

意
見
な
ど
と
市
の
考
え
方
の
公
表

時
期　
令
和
６
年
１
月
３１
日
㈬

問
介
護
保
険
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
７
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）

　
令
和
６
年
度
～
８
年
度
の
高
齢

者
福
祉
と
介
護
保
険
事
業
の
方
向

性
を
示
す
「
第
９
期
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に
策
定
し

ま
す
。

　

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

※�
意
見
は
市
の
考
え
方
と
と
も
に

公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々

の
意
見
に
直
接
回
答
し
ま
せ
ん

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　
１２
月
４
日
㈪
～
２８
日
㈭

　
午
後
５
時
１５
分

閲�

覧
窓
口　
介
護
保
険
課
、

　
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
案
」
で
検
索
）
か
ら
閲
覧
可

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、「
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
（
案
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
と
記
入
し
て
、
意
見
を
次
の

①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
：
閲
覧
窓
口
に
書
面
持
参

②
郵
送
：
〒
９
４
９

－

６
６
９
６

　
南
魚
沼
市
六
日
町
１
８
０

－

１

　
介
護
保
険
課 

宛
て

③�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３
・
６
７
２
３

　
「
介
護
保
険
課
宛
て
」
と
記
入

④
メ
ー
ル
：kaigo-h@

city.

　

m
inam

iuonum
a.lg.jp

⑤�

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：
入
力

フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
送
信

※�

電
話
や
口
頭
な
ど
、
記
録
に
残

ら
な
い
方
法
は
受
付
不
可
。
窓

口
で
の
閲
覧
、
提
出
は
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
３０
分
～

午
後
５
時
１５
分
ま
で

意
見
な
ど
と
市
の
考
え
方
の
公
表

時
期　
令
和
６
年
３
月
１５
日
㈮
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く
ら
し
・
相
談�

問
・
申
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
☎
７
７
２
・
２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
に
よ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
、
不
動
産
、
相

続
、
離
婚
な
ど
の
法
律
問
題
に
、
弁
護
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
１２
月
１８
日
㈪
、
２１
日
㈭

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

定
５
人
（
１
人
約
３０
分
）

〆
１２
月
１５
日
㈮　
正
午

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い

　
（
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※�

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効
に
使
え

る
よ
う
、
申
し
込
み
時
に
相
談
員
が
概

要
を
伺
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
、
お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す問
・
申
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

�

☎
７
８
８
・
１
９
５
１

臨
床
心
理
士
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
相
談
会
」

　
あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対�

市
内
在
住
の
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
・

高
等
学
校
不
登
校
な
ど
に
悩
む
義
務
教

育
終
了
～
３９
歳
の
若
者
ま
た
は
家
族

日①
１２
月
１８
日
㈪　
午
後
２
時
～
３
時

②
令
和
６
年
１
月
１０
日
㈬

　
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

会�

子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

〆
①
１２
月
１２
日
㈫

　
②
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭

申�

電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
時
間
を
有

効
に
使
え
る
よ
う
支
援
員
が
事
前
に
概

要
を
伺
い
ま
す
。

他�
支
援
員
に
よ
る
電
話
相
談
・
来
所
相
談

は
随
時
受
付
中

問
市
民
課 

市
民
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
お
早
め
に

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
作
成
は
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
、
受
付
日
か
ら
８
日
か
か
り

ま
す
。
年
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
な
人

は
、
１２
月
１９
日
㈫ 

午
後
５
時
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
内
の
受
け
取
り
は
１２
月
２８
日
㈭ 

午

後
５
時
ま
で
で
す
。

 時間外・日曜窓口�
時間外窓口（次の水曜日）
　12月20日、令和6年1月24日� 17：15～19：30
日曜窓口
　12月10日、令和6年1月14日　9：00～11：30
受付窓口　市民課
他・申請や更新手続きは予約不要。
　・顔写真は窓口で無料撮影します。
　・住民票、戸籍などの事務は行いません。
 出張申請・交付受付（自宅訪問）�
　市役所窓口への来庁が難しい人を対象に、予約後
に自宅まで出張を行い、顔写真の撮影から申請まで
の手続き、マイナンバーカードの交付を行います。
　申請時に必要書類が揃っている場合、マイナン
バーカードを自宅に簡易書留で郵送するため、市役
所へ出向くことなく受け取ることができます。
日�毎週火曜日、木曜日（月曜日が祝日の場合の翌火
曜日を除く）

訪問（自宅到着）時間
　①10：00、②13：30、③15：30

 共通事項�
必要書類
・通知カードまたは個人番号通知書（ある人）
・�顔写真付きの本人確認書類1点（運転免許証、
旅券、身体障害者手帳など）

・�その他の本人が確認できる書類1点（健康保険
証、年金手帳、氏名と生年月日記載の診察券な
ど。顔写真付きの書類がない場合は2点）

・住民基本台帳カード（ある人）
・個人番号カード交付通知書（交付時のみ）
申�交付・出張申請は、原則3日前までに受付専用
電話（☎788・1780）でお申し込みください。

マイナンバーカードの活用
・�顔写真付きの本人確認書類としての使用
・�全国のコンビニで住民票の写しや印鑑登録
証明書などの各種証明書の取得
（コンビニ交付利用時間　6：30～23：00）
・健康保険証としての利用　など

マイナンバーカード時間外・日曜窓口、出張申請・交付受付（自宅訪問）
� 【問合せ】市民課 市民班　☎773・6661
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問
南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

�
☎
７
８
８
・
０
２
２
０

�
※
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

水
道
の
冬
じ
た
く
を
お
願
い
し
ま
す

　
冬
期
間
（
１２
月
～
４
月
）
は
、
積
雪
の

た
め
検
針
を
行
い
ま
せ
ん
。
こ
の
期
間
は
、

概
算
料
金
で
毎
月
請
求
を
し
ま
す
。

冬
期
概
算
料
金

　
前
年
の
冬
期
間
使
用
水
量
（
前
年
使
用

し
て
い
な
い
場
合
は
、�直
近
の
使
用
水
量
）

か
ら
、
１
か
月
あ
た
り
の
水
量
を
認
定
し
、

そ
れ
を
も
と
に
計
算
し
た
料
金
で
す
。

料
金
の
確
認

　
１
月
上
旬
に
郵
送
す
る
「
冬
期
認
定
通

知
書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

料
金
の
変
更

　
認
定
水
量
と
実
際
の
使
用
水
量
に
大
き

な
差
が
あ
る
場
合
や
、
使
用
人
数
の
増
減

な
ど
で
使
用
水
量
の
変
動
が
予
想
さ
れ
る

場
合
は
、
自
分
で
認
定
水
量
を
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
南

魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料
金
の
精
算

　
５
月
に
検
針
を
再
開
し
、
６
月
に
精
算

を
し
ま
す
。
５
月
の
検
針
ま
で
に
転
居
な

ど
で
閉
栓
す
る
場
合
は
、
そ
の
際
に
精
算

し
ま
す
。
精
算
料
金
は
、
郵
送
さ
れ
る

「
冬
期
精
算
通
知
書
」
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

自
主
検
針

　
自
分
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
検
針
し
て
報

告
す
る
こ
と
で
、
実
際
の
使
用
量
で
料
金

を
支
払
う
方
法
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凍
結
に
よ
る
漏
水
に
注
意
を

　
倉
庫
や
作
業
所
、
地
区
の
集
会
所
な
ど
、

水
道
の
利
用
が
少
な
い
施
設
な
ど
は
注
意

が
必
要
で
す
。
定
期
点
検
を
行
い
、
漏
水

を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
は
休
止

手
続
き
を

　
休
止
と
再
開
の
手
続
き
に
は
、
手
数
料

が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
必
要
で
す
が
、
休

止
期
間
中
は
水
道
料
金
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

南
魚
沼
市
上
下
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
の
営

業
時
間

月
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
６
時

日
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

　
水
道
の
休
止
、
再
開
の

　
手
続
き
は
２４
時
間
受
付

　
で
き
ま
す�

   縄
文
時
代
の
三
角
形
△

   

遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
し
ば
し
ば
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
も
の
が
出
土
し
ま
す
。
今
回
は
そ

の
１
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
か
ら
約
５
，５
０
０
年
前
の
縄
文
時

代
中
期
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
も

の
で
、
三
角
形
を
し
た
素
焼
き
の
土
製
品

が
あ
り
ま
す
。
三
角
形
土ど

版ば
ん
・
三
角
壔と

う
形

土
製
品
と
呼
ば
れ
、
表
面
に
は
縄
文
土
器

の
文
様
に
も
見
ら
れ
る
刺
突
や
沈
線
な
ど

の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
三
角
形
土
版
は
、
市
内
で
は
上
ノ

台
Ⅰ
遺
跡
〔
小
栗
山
〕
や
五
丁
歩
遺
跡

〔
五
丁
歩
〕
な
ど
か
ら
も
出
土
し
て
い
ま

す
が
、
津
南
町
の
道ど

う
尻じ

っ
手て

遺
跡
か
ら
非
常

に
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
の
小
さ
な

三
角
形
の
中
に
み
ぞ
お
ち
の
よ
う
に
も
見

え
る
凹
凸
が
つ
く
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
型
の
土
製
品
「
土
偶
」
の
胴
部
を
簡
略

化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
縄
文
時
代
の
人
々
は
三
角
形
と
い
う

形
に
神
秘
的
な
力
を
見
出
し
て
い
た
と
い

う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

�

問
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

�

☎
７
７
３
・
３
７
５
６

文
化
財
あ
れ
こ
れ 

②

三角形土版（上ノ台Ⅰ遺跡〔小栗山〕）
三角壔形土製品（左：舞台遺跡〔下薬師堂〕、

右：宮下原遺跡〔宮下原新田〕）
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地下水の節水にご協力ください
� 【問合せ】環境交通課　☎773・6666

　市内の地盤沈下の原因は、消雪パイプの使用による
地下水位の低下です。地盤は沈下すると、完全には元
に戻りません。井戸の本数は年々増えており、地下水の
汲み上げ量も増加しています。一人ひとりが節水意識を
持ち、散水を必要最小限にすることが重要です。

使用前に機器を点検
　降雪検知器や消雪パイプノズルの点検・調整を行い、
無駄な運転や不要な散水の削減に努めましょう。

早期に散水を中止
　2月中旬以降の温暖期に入り、建物の保全に影響しな
い程度であれば散水をやめましょう。

地下水だけに頼らない
　消雪パイプと人力による除雪を併用することで融雪効
果は上がります。こまめに雪かきをしましょう。

 地下水位などの情報 
　基準地下水位（11月30日 9：00）と比べた
水位を、12月1日㈮から市ウェブサイトで公
表しています。
　今年から、1時間ごとに情報を更新し、降雪
量に応じた水位が適時確認できるようになりま
した。現在の地下水位を確認して、節水の大切
さを考えましょう。

下水道を正しく使いましょう
� 【問合せ】下水道課　☎774・2740

　下水道を正しく使わないと、排水管が詰まって汚水があふれるなどのトラブルが発生する原因になります。
　下水道は利用するみなさんの公共の財産です。一人ひとりがルールを守って、下水道を正しく使いましょう。

水に溶けないものを流さない
　水に溶けない紙類（除菌シートやウェットティッ
シュなど）やタオルなどを流すと、ポンプの詰まり
の原因になります。

食用油などを流さない
　天ぷら油などの食用油は排水管の中で冷えて固
まり、詰まりの原因になります。紙や布に吸わせ
るか、凝固剤を使って燃えるごみで出しましょう。
※�各庁舎では毎月第４木曜日に、不燃ごみ処理施
設では日曜日・祝日の午後と１月１日～３日を
除く日に廃天ぷら油の回収を行っています。ご
利用ください

グリストラップの清掃は定期的に
　飲食店などには、油分を分離させるグリストラッ
プが設置されています。グリストラップの清掃が
不十分だと油分で下水道管が詰まり、清掃代など
は原因者の負担になることがあります。グリスト
ラップは定期的に清掃しましょう。

マスのふたや排水管の破損に注意
　ひび割れなど破損したままにしておくと、雨水や
異物の流入、詰まりや事故などの原因になります。
冬期間は、大量の雪解け水や消雪パイプの水が下水
道に流入する可能性があります。マスのふたなどの
破損を見つけたら、指定工事店か下水道課にご相談
ください。

ひび割れて交換が必要な汚水マスのふた

市報 みなみ魚沼　令和5年12月1日発行 10
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問
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

埼
玉
県
坂
戸
市
と
の

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

避
難
に
関
す
る
応
援
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た

　
大
規
模
災
害
に
備
え
、
埼
玉
県

坂
戸
市
と
避
難
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
首
都
圏

な
ど
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、

情
報
が
遮
断
さ
れ
、
交
通
網
が
寸

断
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た

際
に
、
坂
戸
市
内
に
い
ち
早
く
南

魚
沼
市
出
身
者
の
避
難
支
援
拠
点

を
設
け
、
迅
速
な
避
難
活
動
を
行

う
た
め
の
協
定
で
す
。

　
市
内
出
身
で
、
現
在
、
首
都
圏

な
ど
に
住
む
家
族
な
ど
に
対
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
こ
の
協

定
の
こ
と
を
ご
周
知
く
だ
さ
い
。

大
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
は
「
坂

戸
市
を
め
ざ
し
て
避
難
す
る
こ

と
」、「
南
魚
沼
市
ま
た
は
坂
戸
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
す
る
こ

と
」
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

南魚沼市

坂戸市

問
都
市
計
画
課 

都
市
計
画
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
２

都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
の

縦
覧

　
市
で
は
、
浦
佐
川
西
地
区
に
お

け
る
都
市
計
画
道
路
の
変
更
の
素

案
に
つ
い
て
、
住
民
説
明
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
関
係
機
関
と
の

協
議
を
経
て
策
定
し
た
変
更
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期
１２
月
１２
日
㈫
～
２６
日
㈫

縦
覧
場
所

　
都
市
計
画
課
、
大
和
・
塩
沢
市

民
セ
ン
タ
ー
、
南
魚
沼
地
域
振
興

局 

地
域
整
備
部 
計
画
調
整
課

意
見
書
の
提
出

　

市
民
と
そ
の
利
害
関
係
人
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で

き
ま
す
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
た
意
見
書
（
様
式
自

由
）
を
縦
覧
場
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
そ
の
要

旨
を
審
議
の
判
断
資
料
の
１
つ
と

し
て
都
市
計
画
審
議
会
に
提
出
し

ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
変
更
の
概
要

幅
員
変
更
市
野
江
本
町
線

廃
止
路
線
市
野
江
本
町
線
（
一

部
）、
芹
田
北
島
線
（
一
部
）、

浦
佐
茗
荷
沢
線
（
一
部
）、
上

島
前
島
線
（
全
線
）、
本
町
新

町
線
（
全
線
）、
田
町
線
（
全

線
）、
浦
佐
東
西
線
（
全
線
）、

田
町
上
島
線
（
全
線
）

問
市
民
課 

市
民
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
１

「
本
人
通
知
制
度
」
を

ご
存
じ
で
す
か

　
本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
の

写
し
や
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
、
戸

籍
の
附
票
な
ど
を
第
三
者
に
交
付

し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た

人
に
対
し
、
そ
の
交
付
の
事
実
を

お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
利

益
の
侵
害
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

住
民
票
な
ど
が
第
三
者
に
交
付
さ

れ
た
事
実
を
知
る
権
利
を
保
障
す

る
も
の
で
す
。
事
前
登
録
を
し
た

人
が
対
象
で
す
。

※�

証
明
書
請
求
者
の
氏
名
・
住
所

な
ど
の
個
人
情
報
は
通
知
さ
れ

ま
せ
ん

事
前
登
録
の
対
象
者

　
市
に
住
民
登
録
か
戸
籍
が
あ
る

人
（
あ
っ
た
人
）

通
知
の
対
象
と
な
る
証
明

・�

住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含

む
）、
住
民
票
の
記
載
事
項
証

明
書�（
除
か
れ
た
も
の
を
含
む
）

・�

戸
籍
謄
抄
本
、
戸
籍
の
附
票
の

写
し
、
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

（
除
か
れ
た
も
の
を
含
む
）

事
前
登
録
の
申
請
に
必
要
な
も
の

　
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
が
あ

る
公
的
身
分
証
明
書
は
１
点
、
顔

写
真
が
な
い
場
合
は
２
点
）

受
付
窓
口

　
市
民
課
、
大
和
・
塩
沢
市
民
セ

ン
タ
ー

問
税
務
課 

資
産
税
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
８

低
未
利
用
土
地
等
確
認
書
の

発
行

　
令
和
２
年
７
月
に
開
始
さ
れ
た

「
低
未
利
用
土
地
の
利
活
用
促
進

に
向
け
た
長
期
譲
渡
所
得
の
１
０

０
万
円
控
除
制
度
」
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
１
月
か
ら
対
象
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
譲
渡
所
得
の
控
除
を
受
け

る
に
は
、
市
が
発
行
す
る
「
低
未

利
用
土
地
等
確
認
書
」
を
添
付
し

て
、
最
寄
り
の
税
務
署
へ
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

制
度
の
概
要

　
個
人
が
、
令
和
５
年
１
月
１
日

～
令
和
７
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
間

に
、
譲
渡
の
年
の
１
月
１
日
に
所

有
期
間
が
５
年
を
超
え
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
低
未
利
用
土
地
等

の
譲
渡
を
し
た
場
合
、
そ
の
譲
渡

所
得
の
金
額
か
ら
１
０
０
万
円
を

控
除
す
る
特
例
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①�

用
途
地
域
設
定
区
域
内
の
低
未

利
用
土
地
等
の
場
合
は
、
土
地

と
そ
の
上
物
の
取
引
額
が
８
０

０
万
円
以
下

②�

①
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
に

あ
る
低
未
利
用
土
地
等
の
場
合

は
、
土
地
と
そ
の
上
物
の
取
引

額
が
５
０
０
万
円
以
下

※�

譲
渡
後
の
土
地
利
用
形
態
が
、

駐
車
場
や
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
、

資
材
置
場
な
ど
の
場
合
は
適
用

対
象
外

注
意
事
項

・�「
低
未
利
用
土
地
等
確
認
書
」

は
、
特
例
措
置
の
控
除
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
を
確
約
す
る
書
類

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・�

申
請
か
ら
発
行
ま
で
７
～
１０
日

程
度
か
か
り
ま
す
。
税
務
署
へ

の
確
定
申
告
の
手
続
き
期
限
を

考
慮
し
、
余
裕
を
も
っ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・�

申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
低
未
利
用
土
地
」
で
検
索
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
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問
環
境
交
通
課

�
☎
７
７
３
・
６
６
６
６

灯
油
の
流
出
に
ご
注
意
を

　
寒
く
な
る
と
暖
房
器
具
な
ど
で

灯
油
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
る

こ
と
に
伴
い
、
灯
油
の
流
出
事
故

が
毎
年
多
発
し
ま
す
。
そ
の
多
く

は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
給
油

中
に
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
原
因
で
す
。

　
河
川
な
ど
に
流
出
し
た
油
の
回

収
・
処
理
費
用
は
、
原
因
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
灯
油
の
流
出
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・�

給
油
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ

な
い
。
目
を
離
さ
な
い
。

・�

給
油
後
は
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

バ
ル
ブ
を
確
実
に
閉
め
る
。

・�

配
管
に
破
損
や
腐
食
が
な
い
か

定
期
的
に
点
検
す
る
。

万
が
一
に
備
え
た
対
策

・�

防
油
堤
（
灯
油
が
あ
ふ
れ
出
た

と
き
の
受
け
皿
）
や
自
動
停
止

す
る
給
油
補
助
器
具
を
設
置
す

る
。

流
出
し
て
し
ま
っ
た
ら

・�

灯
油
が
水
路
に
流
れ
出
な
い
よ

う
に
布
き
れ
や
新
聞
紙
な
ど
で

吸
い
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
河
川

な
ど
へ
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、

水
で
は
洗
い
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・�

速
や
か
に
消
防
署
か
市
役
所
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部

　
☎
７
８
２
・
９
１
１
９

消
防
大
和
分
署

　
☎
７
７
９
・
４
６
０
０

給油中は
離れない
でくださ
い

問
新
潟
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
南
魚
沼 
相
談
窓
口

�

☎
０
７
０
・
２
１
７
５
・
６
０
１
２

看
護
職
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す

　
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
新
潟
県

看
護
協
会
が
運
営
し
て
い
る
無
料

職
業
紹
介
相
談
窓
口
で
す
。

　
再
就
職
先
を
探
し
て
い
る
、
短

時
間
で
働
き
た
い
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
働
き
方
を
し
た
い
、

仕
事
に
悩
み
が
あ
る
な
ど
、
看
護

職
の
相
談
員
が
就
業
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
復
職
に
不
安
が

あ
る
人
の
た
め
に
各
種
研
修
、
個

別
に
施
設
見
学
を
調
整
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

会
南
魚
沼
市
図
書
館
内

申�

新
潟
県
看
護
協

　
会
の
ウ
ェ
ブ
サ

　
イ
ト
か
ら
相
談

　
予
約
で
き
ま
す�

�

問
税
務
課 

資
産
税
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
８

償
却
資
産
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
の
構
築
物
、
機
械
、

備
品
な
ど
の
有
形
資
産
の
こ
と
で

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
駐
車
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

や
消
雪
設
備
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

や
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
な
ど
の
大

型
特
殊
自
動
車
も
含
ま
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
を
課
税

さ
れ
て
い
る
資
産
は
、
申
告
不
要

で
す
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
時
点
で
、

固
定
資
産
の
課
税
対
象
と
な
る
償

却
資
産
を
所
有
す
る
事
業
者
は
、

所
有
状
況
を
記
し
た
申
告
書
を
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
継
続
申
告
の
事
業
者
に
は
、
申

告
書
を
１２
月
中
旬
に
発
送
予
定
で

す
。
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〆
令
和
６
年
１
月
３１
日
㈬

提�

出
先　
税
務
課 

資
産
税
班
、

　
大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

問
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
０

空
き
家
の
管
理
を
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う

　
空
き
家
を
放
置
す
る
と
、
隣
家

や
周
辺
環
境
に
被
害
や
悪
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
空
き

家
の
管
理
は
所
有
者
の
責
任
で
す
。

適
切
な
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

・�

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
の
落
下
に

よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
適
切

に
雪
を
処
理
す
る

・�

建
材
や
物
が
風
で
飛
ば
な
い
よ

う
に
、
不
要
な
物
を
片
付
け
る

・�

不
特
定
者
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、

玄
関
や
窓
を
施
錠
す
る

・�

害
虫
の
発
生
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

定
期
的
に
雑
草
や
立
木
を
手
入

れ
す
る

空
き
家
の
解
体
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
空
き
家
の
解
体
費
用
の
見
積
も

り
が
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（「
空

き
家
の
解
体
」
で

検
索
）
か
ら
ご
利

用
く
だ
さ
い
。�

※�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ

　
ロ
ー
ラ
ー
は
非
対
応

解
体
費
用
の
補
助

　
空
き
家
を
解
体
し
て
更
地
に
す

る
工
事
に
対
し
、
２０
万
円
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　市が運営する空き家バンクでは、空き家所有者と空
き家を探している人をつなぐお手伝いをしています！ 
気軽にお問い合わせください。

【問合せ】
　Ｕ＆Ｉときめき課
　☎773・6659

物件を
登録

物件を
探す

空き家バンクに登録しませんか？
所
有
者

利
用
者

空
き
家

バ
ン
ク

空き家バンク登録の流れ
①申し込み
②現地調査、掲載用写真撮影
③空き家バンクへ登録、�市ウェブサイトに掲載
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健
康
・
福
祉

問
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

障
が
い
者
週
間

　
毎
年
１２
月
３
日
～
９
日
は
、
障

が
い
者
週
間
で
す
。
障
が
い
者
の

福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、

文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
、
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
内
閣
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
、
障
が
い
者
週
間
中
に
開
催
さ

れ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
行
事
が
広
報
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係 

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱

　
大
和
地
域
の
浦
佐
地
区
〔
本
町
、

西
浦
、
富
町
〕
を
担
当
す
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
１２
月
１
日
付

で
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

氏
名　
湯
本 

茂
さ
ん

☎
０
９
０
・
４
０
９
８
・
５
１
４
９

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
み

な
さ
ん
の
立
場
で
心
配
ご
と
や
困

り
ご
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

問
・
申
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か

　
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
は
、

障
が
い
者
の
保
護
者
が
加
入
者
と

な
り
、
一
定
期
間
に
掛
金
を
納
め

る
こ
と
で
、
万
が
一
、
加
入
者
が

死
亡
し
た
場
合
や
重
度
障
が
い
を

負
っ
た
場
合
に
、
障
が
い
者
に
終

身
の
年
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

掛�

金　
１
口
に
つ
き
月
額
９
，３

０
０
円
～
２
３
，３
０
０
円

※�

加
入
時
の
年
齢
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
障
が
い
者
１
人
に
つ
き

２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す

年
金
支
給
額

　
１
口
に
つ
き
月
額
２
万
円

加
入
者
の
要
件�（
す
べ
て
に
該
当
）

①
障
が
い
者
を
扶
養
す
る
保
護
者

②�

加
入
年
度
の
４
月
１
日
時
点
の

年
齢
が
６５
歳
未
満

③�

特
別
な
疾
病
や
障
が
い
が
な
い

障
が
い
者
の
要
件
（
い
ず
れ
か
に

該
当
）

①
知
的
障
が
い
者

②�

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
所

持
者

③�

精
神
か
身
体
に
①
か
②
と
同
程

度
の
永
続
的
な
障
が
い
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

持・�

福
祉
課
で
配
布
す
る
申
請
書

・�

料
金
等
口
座
振
替
依
頼
書

・�

加
入
者
と
障
が
い
者
の
住
民
票

・�

加
入
者
の
告
知
書

・�

障
が
い
の
種
類
・
程
度
を
証
明

す
る
も
の
（
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
）

問
・
申
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

�

Ｆ
７
７
３
・
６
７
２
３

障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
交
付
し
て
い
ま
す

　
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券
が

必
要
で
次
の
対
象
と
な
る
人
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対�
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
手

帳
を
所
持
し
、
①
か
②
に
該
当

す
る
人

・�

身
体
障
害
者
手
帳（
１
～
４
級
）

・�

療
育
手
帳

・�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

①�

７５
歳
以
上
で
冬
期
間
（
１２
月
～

翌
年
３
月
）
に
、
自
動
車
の
運

転
が
で
き
な
い

②�

人
工
透
析
の
治
療
者
で
体
調
不

良
の
た
め
、
自
動
車
の
運
転
が

で
き
な
い

※�

人
工
透
析
等
通
院
費
助
成
の
受

給
者
と
、
自
ら
車
の
運
転
を
行

わ
ず
、
す
で
に
交
付
を
受
け
て

い
る
人
を
除
く

申
請
に
必
要
な
も
の

　
前
記
の
手
帳
（
重
複
し
て
所
持

す
る
人
は
す
べ
て
の
手
帳
）

交�

付
枚
数　
１
人
１０
枚
（
１
枚
あ

た
り
５
０
０
円
）

有
効
期
限　
交
付
さ
れ
た
年
度
内

利
用
方
法

　
タ
ク
シ
ー
利
用
券
裏
面
に
記
載

の
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し
、
１

回
の
乗
車
に
つ
き
、
料
金
総
額
の

範
囲
内
で
６
枚
ま
で
利
用
可
。
必

ず
手
帳
を
提
示
し
て
ご
乗
車
く
だ

さ
い
。

受�

付
窓
口

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
、
大

和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

問
・
申
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
７

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
減
免
の

申
請
は
郵
送
で
も
手
続
き
で

き
ま
す

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
減
免
申

請
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
直
接
郵
送
し
て

申
請
で
き
ま
す
。

　
免
除
手
続
き
に
必
要
な
申
請
書

な
ど
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
直
接
取
得
で
き
ま
す
。

※�

減
免
の
対
象
に
は
、
全
額
免
除

と
半
額
免
除
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
書
類

な
ど
、
詳
し
く
は
市
報
６
月
１

日
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

郵
送
に
係
る
問
合
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
７
７
・
０
７
７

（
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

問
保
健
課

�

☎
７
７
３
・
６
８
１
１

未
開
封
の
検
便
容
器
を
回
収

し
て
い
ま
す

　
住
民
健
診
の
大
腸
が
ん
検
診
を

申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、

未
開
封
の
検
便
容
器
が
家
庭
に
あ

る
場
合
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
多
く
の
検
便
容
器
が
回
収

さ
れ
ず
、
再
利
用
で
き
る
資
源
が

廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

回
収
期
限　
１２
月
末

回
収
場
所

　
保
健
課
、
市
役
所
各
庁
舎
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令和6年度 国保・後期の人間ドック費用助成受付開始
～対象者は市の国民健康保険（国保）または後期高齢者医療（後期）の被保険者です～

� 【問合せ・申請】市民課 国保年金係　☎773・6661

　市の国保と後期の被保険者の健康保持・増進と疾病の早期発見・
治療を目的に、人間ドックを受診した場合の費用を助成します。

申請期間　12月1日㈮～令和6年1月15日㈪　　
受付窓口　市民課 国保年金係、大和・塩沢市民センター
実施期間　令和6年4月～令和7年3月
助成額　国保　16,000円、後期　10,000円（どちらも定額）
助成対象機関
　国保　助成が受けられるのは、下の表にある検診機関のみです。
　後期　すべての検診機関で助成が受けられます。検診機関によって「助成までの流れ」が異なります。

 助成までの流れ 
国保または後期で健友館、小出、長岡の希望者
　受診日などは、検診機関と調整後に通知します。申請状況で、希望月にならない場合があります。また、
受診時には助成額が事前に差し引かれた額がドック費用として請求されます。
後期で湯沢またはその他の検診機関希望者など　
　市では、検診機関との受診日調整は行いません。自分で予約、受診日を調整してください。また、令和
６年度に限り、自分で検診機関へ予約する場合、申請期限は令和６年５月31日㈮まで延長されます。受診
時は全額自己負担し、後日、助成額を請求する必要があります。

 注意点 
・�期間内に申請がないと、助成対象となりません。令和６年度中に後期に加入（75歳に到達）する人で助
成を受けようとする人も期間内に申請してください。
・�申請書と引き換えに受付済証をお渡しします。必ず受付窓口に申請書を提出してください。
・�乳がん、子宮頸がん検診は、人間ドックの基本検査に入っていません。オプションなどは、すべて自己
負担です。

（参考）金額� （　）内は胃カメラを希望した場合の金額

近隣の検診機関 ドック費用額
差引自己（窓口）負担額

国保 後期
ゆきぐに大和病院（健友館）
　☎777・4477

39,600円
（44,700円）

23,600円
（28,700円）

29,600円
（34,700円）

小出検診センター
　☎025・792・3365
※�日程・内容については、十日町検診センター
（☎025・752・6196）まで

41,800円
※バリウムのみ 25,800円 31,800円

湯沢町保健医療センター
　☎025・785・5005

36,300円
（40,700円）

20,300円
（24,700円）

全額自己負担し、後
日助成額を請求する
必要があります。

長岡健康管理センター
　☎0258・28・3666

37,400円
（42,900円）

21,400円
（26,900円）

27,400円
（32,900円）

※�ドック費用額は、令和５年度の額を参考に掲載。令和６年度のドック費用額は、令和６年３月末までに決ま
ります。基本検査・オプション検査の内容・ドック開始日は、各検診機関に直接お問い合わせください

後期の申請方法も、
原則、国保と同一に

なりました。
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※１（後期の人）‌�令和6年度に限り、自分で検診機関へ予約する場合、申請期限は令和6年5月31日㈮まで延長されます。
ただし、受診後自分で助成額の請求が必要です

※２（後期の人）湯沢町保健医療センター及びその他の検診機関受診には申請日に限らず自分で予約が必要です
※３（国保の人）その他検診機関は選択できません

種類 国保・後期 番号・枝番 コード 検診希望月
氏
名

生年月日 年齢（R6.4.1時点） □令和 � 年　 月（上旬・中旬・下旬）
□特に希望しない大正・昭和・平成� 年 月 日 � 歳

検診希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎
□�ゆきぐに大和病院
（健友館）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）� □胃カメラ（口） □あり　□なし □あり� □なし

□小出検診センター □なし　□バリウム □あり　□なし □あり� □なし □本庁舎� □塩沢庁舎
□大巻開発センター

□�湯沢町保健医療セ
ンター※2

□なし　□バリウム
□胃カメラ（口）

□あり　□なし
乳腺超音波検査（エコー） □あり� □なし

□�長岡健康管理セン
ター

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）� □胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー　□なし

□あり� □なし

□その他の検診機関※2、3　（� ）
種類 国保・後期 番号・枝番 コード 検診希望月
氏
名

生年月日 年齢（R6.4.1時点） □令和 � 年　 月（上旬・中旬・下旬）
□特に希望しない大正・昭和・平成� 年 月 日 � 歳

検診希望機関 胃の検査方法 乳がん検診 子宮頸がん検診 送迎
□�ゆきぐに大和病院
（健友館）

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）� □胃カメラ（口） □あり　□なし □あり� □なし

□小出検診センター □なし　□バリウム □あり　□なし □あり� □なし □本庁舎� □塩沢庁舎
□大巻開発センター

□�湯沢町保健医療セ
ンター※2

□なし　□バリウム
□胃カメラ（口）

□あり　□なし
乳腺超音波検査（エコー） □あり� □なし

□�長岡健康管理セン
ター

□なし　□バリウム
□胃カメラ（鼻）� □胃カメラ（口）

□マンモグラフィ
□３Ｄマンモグラフィ
□エコー　□なし

□あり� □なし

□その他の検診機関※2、3　（� ）

助成対象条件
　（共通）
・国民健康保険税、後期高齢者医療保険料の滞納がないこと
・人間ドック助成を受けようとする年度内において、市が実施する住民健診を受けないこと
　（国民健康保険）
・平成元年4月1日以前に生まれ、申請日から受診日まで国保の加入資格があること
　（後期高齢者医療）
・人間ドック受診時において、後期高齢者医療の被保険者であって、南魚沼市に住所を有していること
南魚沼市長　あて
　助成対象条件を満たすことを申し添え、人間ドック助成を申請します。また、以下の内容について同意します。
　（国民健康保険）
・市の行う保健活動のため、検診機関が検査結果を市に提供し、必要な場合は特定保健指導を受けること
　（後期高齢者医療）
・�申請者又は検診機関が、申請者の人間ドックの受診結果を市及び新潟県後期高齢者医療広域連合（以下「市等」
という）に提供すること
・�提供された人間ドックの受診結果について、市等が、今後実施する保健活動、保健指導及び健康相談を実施す
るとき並びに特定の個人が識別されることがない方法で統計・調査研究を実施する場合に限り使用すること
� 令和　　　年　　　月　　　日

住　所
〒949－
南魚沼市

電話番号
－　　　　　　－

注意点
電話・郵送・ファックスでの受付はできません。 申請期限　令和6年1月15日㈪※1

南魚沼市 国民健康保険・後期高齢者医療 人間ドック費用助成申請書
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子
育
て
・
教
育�

問
社
会
教
育
課 
生
涯
学
習
班

�
☎
７
７
３
・
６
６
１
０

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　
子
育
て
の
わ
（
輪
・
和
・
話
）
を
ひ
ろ

げ
よ
う
！ 

初
め
て
の
人
、
里
帰
り
の
人
、

上
の
子
を
連
れ
た
人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。

第
１
回 

冬
の
親
子
サ
ロ
ン

日
１２
月
１６
日
㈯　
午
前
１０
時
～
１１
時

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会
市
民
会
館
２
階 

研
修
室
・
会
議
室

対�

０
歳
～
入
園
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
な
ど

内�

六
日
町
そ
だ
ち
学
級
と
合
同
開
催

　
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
！

持
水
分
補
給
用
の
飲
み
物

申
不
要
。
直
接
会
場
ま
で

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い

市
内
の
ス
キ
ー
場
で
利
用
で
き
る
共
通
リ

フ
ト
乗
車
証
（
シ
ー
ズ
ン
券
）
を
販
売
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
学
校
な
ど
で
配
布
す

る
申
込
書
か
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
伴
う
ス
キ
ー

場
の
リ
フ
ト
券
価
格
の
上
昇
で
、
今
年
度

か
ら
発
行
代
金
が
変
わ
り
ま
す
。（
小
・

中
学
生
の
実
負
担
額
は
変
更
な
し
）

対
・
費

市
内
の
小
・
中
学
生�

１
０
，０
０
０
円

（
発
行
代
金
の
１
８
，０
０
０
円
に
、
市

が
８
，０
０
０
円
を
助
成
）

市
内
に
在
住
・
在
校
す
る
高
校
生　

�

１
８
，０
０
０
円

シ
ー
ズ
ン
券
を
購
入
し
た
小
・
中
学
生
の

両
親
、同
住
所
に
住
む
祖
父
母（
３
人
ま
で
）

　
１
人
目�

３
３
，０
０
０
円

　
２
・
３
人
目�

１
８
，０
０
０
円

※�

代
金
は
、
事
前
に
指
定
口
座
に
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
。
発
券
後
は
、
い
か
な

る
理
由
で
あ
っ
て
も
返
金
で
き
ま
せ
ん

申
込
み
に
必
要
な
も
の

・
申
込
書

・
振
込
を
確
認
で
き
る
書
類

・�
顔
写
真
１
枚
（
外
寸
：
横
３５
㎜
×
縦
４５

㎜
、
写
真
の
顔
の
サ
イ
ズ
：
頭
頂
部
か

ら
あ
ご
ま
で
３２
～
３６
㎜
、
縁
な
し
、
無

帽
、
無
背
景
、
撮
影
後
６
か
月
以
内
）

・�

高
校
生
は
今
年
度
の
学
生
証
、
小
・
中

学
生
の
両
親
・
祖
父
母
は
申
込
者
の
本

人
確
認
書
類

問
子
育
て
支
援
課 

子
育
て
応
援
係

�

☎
７
７
３
・
６
８
２
２

子
育
て
ブ
ッ
ク
の
官
民
協
働
発
行

　
市
で
は
子
ど
も
に
関
係
す
る
手
続
き
や

市
内
の
遊
び
場
な
ど
を
掲
載
し
た
「
子
育

て
ブ
ッ
ク
」
を
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
協
働
で
発
行
し
、
市
内
で
出
産
・
子

育
て
を
す
る
世
帯
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
発
行
に
関
す
る
作
成
費
用
は
、
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
集
め
る
広
告
収
入
で

賄
い
ま
す
。
事
業
所
な
ど
を
開
業
さ
れ
て

い
る
み
な
さ
ん
に
は
、
１２
月
か
ら
同
社
の

担
当
者
が
、
広
告
掲
載
の
案
内
に
伺
い
ま

す
。
本
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

発
行
時
期

　
令
和
６
年
４
月
（
予
定
）

広
告
募
集
に
関
す
る
こ
と

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス 

長
岡
支
店

〔
長
岡
市
台
町
１

－

８

－

２６
〕

☎
０
２
５
８
・
３
４
・
９
７
７
７

ス
ポ
ー
ツ

問
・
申
商
工
観
光
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
５

南
魚
沼
市
内
ス
キ
ー
場

共
通
リ
フ
ト
乗
車
証
を
販
売
し
ま
す

　
南
魚
沼
市
ス
キ
ー
場
協
議
会
の
協
力
で
、

本
人
確
認
書
類

①�

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
基

カ
ー
ド
（
写
真
付
き
）、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
障
が
い
者
手
帳
、
官
公

署
の
身
分
証
明
書
（
写
真
付
き
）

②�

保
険
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
年

金
手
帳
、
年
金
証
書
、
住
基
カ
ー
ド

（
写
真
な
し
）、
学
生
証
、
社
員
証
、
診

察
券
、
預
金
通
帳

※�

住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。

①
は
１
点
、
②
は
２
点
必
要
（
コ
ピ
ー

不
可
）

使
用
可
能
ス
キ
ー
場

　
石
打
丸
山
ス
キ
ー
場
、
舞
子
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
、
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
、
シ
ャ

ト
ー
塩
沢
ス
キ
ー
場
、
ム
イ
カ
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
、
六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場
、
八

海
山
麓
ス
キ
ー
場

※�

六
日
町
八
海
山
ス
キ
ー
場
で
は
、
小
学

生
の
リ
フ
ト
券
は
無
料

〆�

令
和
６
年
２
月
２９
日
㈭
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
１２
月
２９
日
㈮
～
令
和
６
年
１
月

３
日
㈬
は
受
付
不
可
）

※�

大
和
・
塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
申
込

み
可
（
発
行
ま
で
３
日
程
度
が
か
か
り

ま
す
）
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公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内
ディスポート☎773・6620　スポパラ☎773・3210

ディスポート南魚沼
12月の休館日  毎週月曜日
※�12日㈫はプール利用不可。23
日㈯・24日㈰の営業は、9：00
～17：00。プール利用不可

整備休館
12月25日㈪～1月3日㈬

 プール無料開放�
　新年の運動初めはディスポートで！ 定期券の利
用者は、プール利用無料券を進呈します。
日令和6年1月4日㈭　10：00～16：00
※�アリーナ、ランニングトラック、トレーニング
ルームは9：00～17：00の営業

スポパラ20周年企画
　令和6年1月4日㈭の利用者は「開運ディスポく
じ」に挑戦できます。すてきなプレゼントが当たる
かも！

 スポーツ教室体育寺子屋（冬期）初心者アルペンスキー�
日令和6年1月13日～2月10日の土曜日　9：30～11：30
対小学生（初めて～ボーゲン習得をめざす）
定 40人（先着順）　費会員　3,000円、一般　4,500円
※リフト代が別途必要　　受付　12月5日㈫　9：00～

 トレーニングマシン使用法講習会�
日 12月17日㈰　12：00～13：30　対中学生以上
定 6人（先着順）　費会員　無料、一般　200円
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）

 第3期（1月～3月）水泳教室 参加者募集�
申�ディスポート南魚沼に用意してある申込み用紙に必要事
項を記入し、フロントにご提出ください。（電話申込み
不可）

〆 12月10日㈰　16：00

選考方法
　申し込みが定員を超えた場合、12月13日㈬ 
17：00から抽選を行い、落選の場合のみ当日電話
で連絡します。

コース（全10回） 開催曜日・時 対・内
受講料

会　員 一　般

水
泳
教
室

親　子 土曜日� 12：00～12：50

対�令和6年1月31日時点で3歳以
上のオムツがとれている未就学児
と保護者

内親子で水慣れ

新規
1,000円

再受講
4,000円

1教室に
つき
4,500円

ミニアクア
のみ
2,500円

幼　児 水～土曜日　全5コース
※時間は曜日で異なります

対�令和6年1月31日時点で5歳以
上の未就学児

内水慣れから初歩のクロール

初　級 水～土曜日　全8コース
※時間は曜日で異なります

対�小学生　内水慣れ・顔つけから中
級コースをめざす小学生 新規

無料

再受講
4,000円

JSC会員  
3,500円

2教室目から
4,000円

ミニアクア
が２教室目
か再受講　
2,000円

中級・上級（小中学生の経験者が対象）も募集します

レディース 火・木曜日
� 11：00～12：00

対 �16歳以上の女性
内顔つけ・水慣れから4泳法

一　般
水曜日� 19：00～20：00 対�中学生以上

内顔つけ・水慣れから4泳法

金曜日� 13：00～14：30 対 �16歳以上
内 4泳法の上達

シニア 水曜日� 14：00～15：00 対�おおむね60歳以上
内顔つけ・水慣れから4泳法

水
中
運
動
教
室

アクアエクササイズ 水曜日� 11：10～12：00
対 �16歳以上
内�水の抵抗を利用した筋力・体力
アップ

ミニアクア 木曜日� 14：20～14：50

水中歩行 金曜日� 11：00～12：00

新規  今年度初めて参加する人　 再受講  第１期か第２期に参加した人　 JSC会員  ジュニアスポーツクラブ会員
・�受講料のほかに、プール入場料が別途必要（お得な定期券あり）
・�教室は、都合で日程・回数・料金などが変更となる場合あり
・�未就学児は、保護者がスポーツパラダイス会員の場合、会員料金を適用（ディスポート定期券購入時も、会員割引を適用）
・�締め切り後、空きがある場合、12月14日㈭ 9：00～24日㈰ 17：00に先着順で追加募集を実施（２教室目も可）
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南魚沼市　㊊～㊎ 9：30～20：00（㊏㊐㊗ 19：00まで）
　　　　　休館 7日㈭、21日㈭、31日㈰
大　和 　�☎777・4671　㊋～㊐㊗ 9：00～19：00　休館 月曜日、29日～31日
塩　沢 　�☎782・0100　9：00～20：00（㊊㊏㊐㊗ 17：00まで）

休館 29日～31日

１２
月
の
開
館
日
時

図 書 館
問 �・申南魚沼市図書館
� ☎773・6677

テーマ展示
　「クリスマスを楽しもう」「年末年始に役立つ本」「冬
をあたたかく元気に過ごそう」「紫式部特集」など。

読書のつどい
日 12月16日㈯　10：30～11：15
会図書館 多目的室　対幼児・小学生・保護者ほか
定 50人（先着順）　テーマ「クリスマス」
内「クリスマスの劇」など

プラチナ企画 DVD上映会
おくりびと
日 12月14日㈭　10：00～12：11（131分）
会図書館 多目的室　対一般・高齢者　定 50人（先着順）

涙活(T_T)　泣ける朗読と読み聞かせ
　「涙活」は意図的に泣くことでストレス解消を図る
活動のこと。図書館で感動の涙を流しましょう。
日 12月10日㈰　14：00～15：00� 会図書館 多目的室
対中学生以上・一般　定 50人（先着順）　費無料

DVD上映会
日本の昔ばなし　笠地蔵　ほか
日 12月2日㈯　10：00～11：09（69分）
会図書館 多目的室　対子ども・一般　定 50人（先着順）

リサイクル図書・雑誌の配布
　リサイクル図書コーナーで、不要となった図書・雑
誌を無償で配布します。

絵本のへや
日毎週水曜日　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者
内�パネルシアター「いないいないばあ」など乳幼児向
けの絵本の読みきかせ

おはなしのじかん
日 12月3日㈰　11：00～11：30
会図書館 児童コーナー　対乳幼児・保護者ほか

幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
　クリスマス絵本やハンドベル演奏など楽しいことが
いっぱい！ サンタさんにも会えるかな？
日 12月22日㈮　10：00～11：30
会大和公民館 1階和室
対乳幼児・保護者
費無料
内�手袋人形、絵本、パネルシアター、
　工作など

おはなし会＆工作
　折りたためるクリスマスツリーをつくろう!
日 12月23日㈯　10：30～11：40
会図書館 多目的室　対小学生・保護者
費無料　定小学生20人と保護者（先着順）

巡回図書をご利用ください
・塩沢図書室　11月16日㈭に200冊入れ替えました。
・大和図書室　12月21日㈭に入れ替え予定です。

新着図書の一部を紹介　※新着図書は館内か、Web OPACで確認できます
《よみもの》
・777　TRIPLE SEVEN� 伊坂 幸太郎
・ヒロイン� 桜木 紫乃
・ロング・ロード　探偵・須賀大河� 堂場 瞬一
・緊立ち　警視庁捜査共助課� 乃南 アサ
・あなたが誰かを殺した� 東野 圭吾
・紫式部と藤原道長� 倉本 一宏
・よもだ俳人子規の艶� 夏井 いつき
・リカバリー・カバヒコ� 青山 美智子
・最愛の� 上田 岳弘
・シェニール織とか黄肉のメロンとか� 江國 香織
・【ヌエ】の碑� 京極 夏彦
・太閤暗殺　秀吉と本因坊� 坂岡 真
・こんな感じで書いてます� 群 ようこ
・ナポレオン街道� 伊集院 静
・異能機関　上・下� スティーヴン・キング

《その他》
・イーロン・マスク　上・下� ウォルター・アイザックソン
・オタクと推しの経済学� 牧 和生
・�まんがでわかるだましの手口　悪質商法４コマ事例集
� 佐藤 正明
・働く×介護両立の教科書� 木場 猛
・�いじめられっ子だった弁護士が教える自分の身のま
もり方� 菅野 朋子
・ビジネス教養としての気象学� 隈 健一
・ムツゴロウさんの最後のどうぶつ回顧録� 畑 正憲
・寝たきりにならない体の使い方� 中野 ジェームズ修一
・暮らしは楽しくエシカルに。� 梨田 莉利子
・土と肥やしと微生物� 犬井 正
・お寺のハナちゃん� 梶井 照陰
・歌う自画像　笠置シヅ子自伝� 笠置 シヅ子
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文化施設

今泉記念館アートステーション

☎783・4500　Ｆ783・3388
費一般500円／小中高250円

開館 9：00～17：00（入館16：30まで）
12月・年末年始の休館 

27日㈬、31日㈰～ 1月1日（月・祝）

池田記念美術館

☎780・4080　Ｆ777・3815
費一般500円／高校生以下無料

開館 9：00～17：00（入館終了16：30）
12月・年末年始の休館 

毎週水曜日、11日㈪～ 1月5日㈮（LED化工事）

南魚沼市民会館

☎773・5500　Ｆ772・8161

受付 8：30～17：15
12月・年末年始の休館 

毎週月曜日、29日㈮～ 1月3日㈬

鈴木牧之記念館

☎・Ｆ782・9860　費一般500円／小中高250円
（市内小・中学生はいつでも無料）

開館 9：00～17：00（入館終了 16：30）
12月・年末年始の休館 

5日㈫、12日㈫、19日㈫～1月3日㈬

 北越雪譜いろはかるたから�
「ゑひもせす」の「す」
スカリで　歩くよ　道踏み当番
　雪中歩行の用具として、わら
くつ、わらぼうし、みの、むね
かけ、すかり、かんじきなどを
使います。

 特別展 田中コレクションに見る「棟方志功の世界」�� ～棟方志功生誕120周年記念 全収蔵作品144点一挙公開～�
期令和6年3月3日㈰まで（好評につき、期間延長）
　棟方志功生誕120周年を記念して、当館所蔵の棟
方志功作品を特別大公開。棟方志功の代表作「二菩薩
釈迦十大弟子」をはじめ、板画・倭画併せて144点
すべての作品が登場します。同じ版木でも裏彩色によ
り印象が大きく変わる作品や、書も展示。
　当館の棟方志功作品は人気の高い美人画を中心とし
たコレクションであり、故田中政之氏（1948～1992
年、六日町出身）が熱意を持って収集され、後に市に
寄贈された作品です。

 池田記念美術館　収蔵品展�
日 12月10日㈰まで
　池田記念美術館の収蔵品の中から名品を選んで展示
します。12月11日㈪から工事のため休館となります。
 第68回　南魚沼郡市児童生徒美術展�
期令和6年1月6日㈯～16日㈫
　南魚沼市と湯沢町の児童生徒の作品を展示します。

 謎解きクリエイター 松丸亮吾ナゾトキ×トークショー�
　「謎解き」の仕掛け人として、
さまざまな分野で一大ブームを
巻き起こしている松丸亮吾さん。
市民会館での貴重なナゾトキ
×トークショーをぜひお楽し
みください！
日 12月10日㈰
　開演14：00（開場13：30）
会市民会館 大ホール
費全席指定席　一般　2,000円、中学生以下　500円
※未就学児 膝上無料。座席が必要な場合は有料
冬期割引をご利用ください
　冬期間は、会場と付属設備の利用料が通常の８割相
当額となります。詳しくは、お問い合わせください
（営利目的などの催しを除く）

期 12月1日㈮～令和6年3月31日㈰

 富岡惣一郎「雪国の美」�
期令和6年3月26日㈫まで
　富岡は“雪国は美の宝庫”と
語っています。白の世界を追求し
た作品38点をどうぞご覧ください。
 ミュージアムコンサート�
　Tai l‘s  Ta le  Trombone 
Quartet（テイルズテイル トロ
ンボーンカルテット）
日 12月10日㈰
　15：00開演
　（14：30開場）
費�無料（別途観覧料が必
要。未就学児入場可）

曲�目　クラシック、オリ
ジナル曲、ポップス、クリスマス曲など

 ギャラリー展「Bloemist  Xmas」�
期 12月11日㈪～16日㈯ 12：00　費観覧無料
　勝又尚子主宰、オランダスタイルフラワーアレンジ
メント教室のみなさんによるクリスマスフラワーアレ
ンジを展示。

トミオカホワイト美術館

☎775・3646　Ｆ775・3650
費一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館 10：00～17：00（入館終了16：30）
12月・年末年始の休館 6日㈬、10日㈰、
13日㈬、20日㈬～1月26日㈮（資料燻蒸、館内LED化工事）

市民無料の日：8日㈮、18日㈪

雪山・川
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ハ
ン
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ン
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運
動
は
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自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
に
行
く

場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人

（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め

て
、
そ
の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で

送
り
届
け
て
飲
酒
運
転
を
防
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す

る
運
動
で
す
。　

　
道
路
交
通
法
で
は
、
飲
酒
運
転

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
酒
類
を
提
供
し

た
人
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の
対
象
と
な
り
ま
す
。

自
動
車
で
来
店
し
た
客
が
飲
酒
す

る
場
合
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
を
確
認
し
、
そ
の
人
に
は
酒

類
を
提
供
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
お
酒
を
飲
む
人
、
提
供
す
る
お

店
が
協
力
し
、
飲
酒
運
転
を
根
絶

し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
交
通
課

�

☎
７
７
３
・
６
６
６
６

冬
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交
通
事
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動

　
１２
月
１１
日
㈪
～
２０
日
㈬
は
「
冬

の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
実
施
期

間
で
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
冬
道
は

�

心
の
余
裕
と　
車
間
距
離
」

運
動
の
重
点

・�
横
断
歩
行
者
等
の
交
通
事
故
防

止
～
渡
る
よ
サ
イ
ン
の
活
用
～

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
冬
道
の
安
全
走
行

　
飲
酒
運
転
は
、
重
大
な
犯
罪
で

す
。「
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な

い
、
さ
せ

な
い
、
許

さ
な
い
」

を
徹
底
し
、

飲
酒
運
転

を
根
絶
し

ま
し
ょ
う
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ご
厚
意
に
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謝
し
ま
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八
海
山
尊
神
社
社
務
所
様
か

ら
、
１
０
０
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０
０
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を
ご

寄
付
い
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だ
き
ま
し
た
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ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

収入減少支援対策事業給付金の支給
� 【問合せ】南魚沼市農業再生協議会（農林課内）☎773・6663

　今年の夏の異常高温・少雨の影響により、収入減
少が見込まれる市内水稲農家に給付金を支給します。
水稲作付面積が30アール以上の方に申請書を郵送
しましたので、期限までに申請書をご提出ください。
なお、水稲作付面積が30アール未満でも、米の出
荷販売があれば支給対象となります。支給を希望す
る場合は協議会までお問い合わせください。

東日本連携・創生フォーラム連携市町の魅力をお届け！
～新幹線でつながる東日本～� 【問合せ】商工観光課 観光交流班　☎773・6665

　北陸新幹線の延伸を機に、今よりぐっと近くなる沿線自治
体の興味深い情報や魅力的な観光スポットなどを紹介します。
 宇都宮市　～餃子のまち宇都宮～ 
食べて、飲んで、聴いて、楽しいまち宇都宮！
　宇都宮市といえば“宇都宮餃子®”実は、具材や大きさ、皮
の厚みなどに決まりはありません。各店ごとに個性があるため、
食べ比べして自分好みの餃子を見つけるのがおすすめです。
　また、市内に「餃子通り」という場所があることをご存じ
でしょうか？ そこには老舗店を含む5店舗の餃子店が立ち
並ぶほか、餃子通り壁面アートや餃子型の街灯、GYOZA
モニュメントなど、見て楽しい餃子モチーフのものがいくつ
も点在しています。餃子のまちならではの景観と、おいしい
餃子をぜひお楽しみください！

給�付対象者　水稲の作付けがある市内の出
荷・販売農家、農業法人

※�この事業における水稲とは、主食用米、加
工用米、新規需要米（一部を除く）と定義
される作物とします

給付金額　7,000円/10アール
申請期限　令和6年2月29日㈭

今回紹介する沿線自治体
栃木県宇都宮市 観光交流課

☎028・632・2437

餃子型の街灯餃子通り壁面アート
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問
財
政
課 
用
地
管
財
班

�

☎
７
７
３
・
６
６
７
１

電
気
自
動
車
を
公
用
車
に

導
入
し
ま
し
た

　
南
魚
沼
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
の
一
環

と
し
て
、
１０
月
に
電
気
自
動
車
１

台
を
本
庁
舎
公
用
車
に
導
入
し
ま

し
た
。

　
電
気
自
動
車
は
走
行
時
に
二
酸

化
炭
素
を
排
出
し
な
い
た
め
、
導

入
が
進
む
こ
と
で
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。
電
気

自
動
車
を
通
じ
て
環
境
意
識
を
高

め
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
推
進

し
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
電
気
自
動
車

の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２
・
２
１
６
４

人
権
擁
護
委
員

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
人
権
擁
護
委
員
の
阿
部
正
廣
さ

ん
〔
島
新
田
〕
と
中
島
澄
江
さ
ん

〔
下
二
〕
が
、
法
務
大
臣
か
ら
そ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
１０
月
２３
日

付
け
で
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
阿
部
さ
ん
は
平
成
２４
年
か

ら
１１
年
間
、
中
島
さ
ん
は
平
成
２５

年
か
ら
１０
年
間
、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
で
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

高
揚
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
も
期
待
し

ま
す
。

中島さん 阿部さん

　平成28年に東京都から地域おこし協力隊として着任し、３年間辻又地区での地域おこしに関わり、
任期中に自分が住むための家の改修や、小さな田んぼを借りて農薬や化学肥料をできるだけ使わない
形での米作りに挑戦しました。任期終了後も辻又地区に住み続け、現在は市の「子ども・若者相談支
援センター」で働きながら、狩猟免許を取得しての獣害対策や辻又地区を訪れる都会の住民の受け入
れなど、さまざまな活動を行っています。

　今後も仕事と並行して「誰もが住みやすい南魚沼」になるよう活動を続けていきたいと
考えていますので、よろしくお願いします。フェイスブックで日々の活動を紹介していま
す。ぜひ、ご覧ください。

南魚沼市地域おこし協力隊日記

【問合せ】Ｕ＆Ｉときめき課 ふるさと創り班　☎773・6659

元・地域おこし
協力隊員の足立
さんの活動につ
いて紹介します。

足立さん

市で2人目の地域おこし協力隊員 足立知彦さん〔辻又〕

　ボランティアチーム「より
そうSmile」さんのバリアフ
リー調査に同行。

　辻又大運動会、多くの学生
の参加があり集落の人口が倍
になる1日でした。

　東京から友人家族が来訪し
ての稲刈り、友人が友人を誘
い人数が増えています。

フェイスブックページ▶
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�News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

優良工事・優秀技術者表彰式　優良工事5件・優秀技術者5人を表彰
� 【問合せ】財政課 契約検査班　☎773・667111月6日㈪

　市の優良工事・優秀技術者表彰要綱に基づき、市が発注し、令和4年度に完成した公共工事で、特に優
秀な成績をおさめた5工事と、5人の技術者に表彰状を授与しました。（掲載順不同）

 六日町中学校第一体育館床改修工事�
受注者　新潟砂利建設工業 株式会社
優秀技術者　大塚 弥さん
受�賞理由　多岐にわたる工種について、日常の出来形管理や写真
管理を適時的確に行うとともに、学校との調整も綿密に行い、
工事全般について優れた施工がなされたことが評価されました。

 薮神小学校体育館改修工事�
受注者　株式会社 山﨑組 浦佐営業所
優秀技術者　木村 雅雄さん
受�賞理由　コロナ禍の影響による、建設資材の納入遅れを補いな
がら、日常の出来形管理や写真管理を適時的確に行うとともに、
学校と綿密な調整を行い、学校行事への影響を最小限に抑えら
れたことが評価されました。

 寺裏雨水幹線函渠布設工事�
受注者　新潟ガービッヂ・井恒興業・冨士建設特定共同企業体
優秀技術者　山田 正夫さん
受�賞理由　浸水対策として雨水幹線を新設する中心市街地での工
事で、既設雨水幹線の取壊し、水替え工を伴う施工条件の厳し
い中、工程管理・現場管理が適切に行われ、豪雨による増水時
の対策や休日・夜間開放時の安全対策など、地元調整も積極的
に行い工事を完了させたことが評価されました。

 市道津久野工業団地線ほか舗装工事�
受注者　株式会社 種村建設
優秀技術者　駒形 恵吉さん
受�賞理由　津久野ほか地内の舗装打替え工事で、工事区分が複雑
に混在するため現場制約がある中、他工事との調整を積極的に
行い、出来形、品質など、適切な管理のもと工事を完了させ、
創意工夫して地元に貢献した施工の実施が評価されました。

 南魚沼市民病院玄関庇建築工事�
受注者　新潟ガービッヂ 株式会社
優秀技術者　中島 一貴さん
受�賞理由　病院稼働時間に影響を与えないこと、通院患者や診療、
救急外来に配慮した施工管理が必須であったため、重機稼働や
施工区画を最小限に抑える工夫を行ったほか、支障埋設物など
不測の事態にも迅速に対応した高い技術を要する工事であった
ことが評価されました。
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みなみうおぬまニュースプラザ

 優良工事（写真前列左から）中央は林市長�
・山井 博さん　　［新潟砂利建設工業 株式会社］
・行方 孝夫さん　［株式会社 山﨑組 浦佐営業所］
・関 祐介さん　　［新潟ガービッヂ 株式会社］
・井口 直也さん　［株式会社 井恒興業］　
・大平 岩夫さん　［冨士建設 株式会社］　
・加藤 武重さん　［株式会社 種村建設］　
 優秀技術者（写真後列左から）�
・大塚 弥さん　　［新潟砂利建設工業 株式会社］
・木村 雅雄さん　［株式会社 山﨑組 浦佐営業所］
・山田 正夫さん　［株式会社 井恒興業］
・駒形 恵吉さん　［株式会社 種村建設］
・中島 一貴さん　［新潟ガービッヂ 株式会社］

第19回南魚沼市縦断駅伝大会を開催しました10月22日㈰
　大原運動公園をスタートして7区間全長27キロメート
ルを競い合う、南魚沼市縦断駅伝大会を開催し、57チー
ムが参加しました。新型コロナウイルスの影響などにより、
4年ぶりの開催となりました。
　雨が降り肌寒く感じる中、選手たちは入念に準備をした
うえでスタートし、チームのタスキをつなげて秋の南魚沼
を駆け抜けました。
　市内を全力で走る選手たちに、沿道からは大きな声援が
送られました。

南魚沼市、湯沢町、新潟県産業資源循環協会三魚沼支部南魚沼分会と
災害廃棄物処理の協力に関する協定を締結しました10月24日㈫

　南魚沼市役所で、南魚沼市、湯沢町、新潟県産業資源循環協会
三魚沼支部南魚沼分会の3者で災害廃棄物処理の協力に関する協
定についての締結式を行いました。
　この協定は地震、水害などの自然災害に備えるもので、災害で
発生したごみ（災害廃棄物）の処理を速やかに進めることを目的
に、南魚沼市や湯沢町で発生した災害廃棄物の処理を新潟県産業
資源循環協会三魚沼支部南魚沼分会が協力する内容となっていま
す。協定には、災害廃棄物処理の初動対応を迅速化し実効性を高
めるために、南魚沼市や湯沢町が発災時に要請する内容をあらか
じめ規定しており、平常時から3者の準備体制を構築する場とし
て連絡会議を設置することなども規定しています。
　林市長は「全国各地で災害が起きていて、有事の際、災害廃棄
物の処理は日々の暮らしを守る上で一番重要になってくる。日ご
ろからさまざまな面でご協力いただき、地域をよく知る方々から
しっかりとした体制をとってもらえることはとても心強い」と語
りました。
　新潟県産業資源循環協会三魚沼支部の関理事は「協定を締結す
ることの重要性をしっかりと受け止め、災害が起こった場合には
いち早く駆け付け、責務を全うしたい」と語りました。
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市
は
、
苦
境
に
あ
え
ぐ
農
家
に
「
今
こ
そ
少

し
で
も
寄
り
添
う
支
援
を
」
の
思
い
で
、
１０
月

に
県
内
自
治
体
の
ど
こ
よ
り
も
早
く
、
過
去
に

な
い
大
型
の
農
業
支
援
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

１１
月
半
ば
か
ら
市
内
の
対
象
と
な
る
全
農
家
に

申
請
書
類
が
届
い
た
は
ず
で
す
。

　

緊
急
の
減
収
支
援
３
億
８
，５
０
０
万
円
を

主
に
総
額
約
４
億
円
。
大
型
の
宣
伝
攻
勢
も
か

け
る
こ
と
に
。
現
在
、
多
く
の
往
来
が
あ
る
羽

田
空
港
第
１
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
ホ
ー
ム
に
は

「
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
広
告
が
掲
示
さ

れ
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。（
１２
月
３１
日
ま

で
）

　
今
回
の
対
策
以
前
の
６
月
か
ら
行
っ
て
い
た
、

東
海
道
新
幹
線
の
座
席
に
配
置
さ
れ
て
い
る
情

報
誌
「
ウ
ェ
ッ
ジ
」
へ
の
掲
載
は
年
末
ま
で
の

７
か
月
間
の
長
期
掲
載
。
目
次
ペ
ー
ジ
隣
へ
の

南
魚
沼
産
米
の
広
告
で
す
が
、
こ
の
反
響
は
大

き
く
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
中
京
・
阪

神
方
面
か
ら
の
寄
付
件
数
の
増
加
が
顕
著
に
表

れ
て
き
て
い
ま
す
。
加
え
て
新
聞
の
全
国
紙
や

首
都
圏
有
力
紙
へ
の
一
面
カ
ラ
ー
広
告
も
。

　
温
暖
化
、
そ
の
恒
常
化
へ
の
不
安
は
確
か
に

あ
る
。
し
か
し
、
聖
地
を
自
認
す
る
南
魚
沼
が

う
つ
む
い
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
多
く

の
声
に
応
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
奮
起
！

聖
地
を
守
り
抜
こ
う

　
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
聖
地
を
守
り
抜
い
て
く
だ

さ
い
！
」
南
魚
沼
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
者
か
ら
多
く
の
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
寄
付
時
に
添
え
ら
れ
た
メ
ー
ル
に
は

「
昨
年
と
変
わ
ら
ず
お
い
し
い
」
な
ど
、
好
評

価
の
書
き
込
み
が
圧
倒
的
で
す
。
市
長
宛
て
に

お
手
紙
を
頂
戴
す
る
こ
と
も
。

　
今
夏
、
初
秋
の
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
猛
暑
と
水
不
足
。
高
温
障
害
に
よ
る
等
級
の

低
下
。
収
穫
の
秋
を
手
放
し
で
喜
べ
ず
に
不
安

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
私
た
ち
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
を
打
ち
消
し
て
く
れ
る
よ
う
な
、
寄
せ
ら

れ
る
多
く
の
温
か
い
声
が
あ
る
こ
と
を
南
魚
沼

の
全
農
家
に
お
伝
え
し
た
い
。
本
当
に
あ
り
が

た
く
涙
が
出
る
よ
う
な
思
い
で
す
。

　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
も
新
米
期

と
な
っ
て
か
ら
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
な
ん
と
前

年
同
日
比
で
１
．５
倍
を
超
え
る
推
移
で
、
正

直
驚き

ょ
う
愕が

く
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
試
練
を
契
機
に
規
模
の
小
さ
い
家
族

経
営
な
ど
の
農
家
は
耕
作
を
や
め
る
の
で
は
な

い
か
」「
大
規
模
農
家
は
影
響
甚じ

ん

大だ
い

」
な
ど
、

農
業
団
体
な
ど
関
係
者
か
ら
の
声
は
刈
取
り
が

進
む
に
つ
れ
大
き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
皆
、

下
を
向
い
て
い
る
」
と
も
。

市
長

日
記

南
魚
沼
市
長
　
林
　
茂
男

無
罣
礙

市民の動き　令和5年10月末日現在　（　）は対前月比
●人口 53,421人（－52）／男 26,141人（－27）　女 27,280人（－25）　●世帯数 20,393戸（+13）

私の国はこんなところ 　マラウイはアフリカ大陸南東部の内陸に位置する小さな国で
す。日本の国土面積のおよそ1/3の大きさです。新鮮な水と

空気、美しい湖や川に恵まれています。マラウイ湖には固有種の淡水魚が多く生息してい
るのが特徴です。代表的な魚はチャンボです。見た目は格好良く、とてもおいしい魚です。
また、ニイカ国立公園、リオンデ国立公園、レングウェ・ゲーム・リザーブなどで野生動
物が保護されています。その他、観光スポットは、ムワラ・ワ・ムフィニがおすすめです。
自然が成したとされる傷跡が刻まれた不思議な岩を見ることができます。

南魚沼市に住んで感じたこと 　南魚沼で異文化を体験する生活は、とても充実してい
ます。日本全国どこ

でも同じだとは思いますが、老若男女を問わず、誰もが平等に扱われることや、
おもてなしや敬意の払い方など、人の接し方がとても印象的です。人を含むす
べてのものがうまく組織化されていることや、普段の生活でも、誰もが何をす
べきか先を見越して行動していることを目の当たりにしてきました。何よりも、
治安がとても良いです。

シリーズ

第128回
国際大学留学生 お国自慢コーナー ～boast of my country～

マラウイ共和国 　ウィッシーズ マチャヤ さん

　10月24日㈫、塩沢除雪ステーショ
ンで南魚沼地域合同の除雪出動式を開
催しました。参加した石打小学校の児

童と上関保育園の園児は、大きな除雪機械を間近
で見学し、興味深そうに機械の動きを観察してい
ました。

今月の
表紙

　早いもので今年も残すところ1か月となりまし
た。みなさんにとって今年はどのような1年だっ
たでしょうか？「終わりよければすべてよし」と

なるように、慌ただしくなる中でも残り1か月を大切に
過ごしていきたいと思います。（T・H）

編集
後記


